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スポーツ健康科学に関する国際
的な研究拠点の確立を目指して

2000 年、文部科学省が「スポーツ振興基本計

画」、厚生労働省が「21 世紀における国民健康づ

くり運動（健康日本 21）」をまとめ、2008 年に

はメタボリックシンドロームの予防・改善を目

的として「特定健康診査・特定保健指導」を義務

化したことからもわかるように、スポーツ振興

や健康増進は、現代において国を挙げて取り組

むべき課題の一つとなっています。行政レベル

で枠組みがつくられる一方、学術分野でも生活

習慣病の予防・改善やスポーツ競技力の向上な

どについてエビデンスに基づいた研究が活発に

行われ、成果が蓄積されてきています。

こうした社会状況に対応し、2010 年 4 月、立

命館大学は「スポーツ健康科学部」、ならびに「ス

ポーツ健康科学研究科」を開設しました。スポー

ツ健康科学分野において国際的に活躍する研究

者が集結し、国際的な研究拠点を確立し得る環

境が整った今、私たちは、ここから「スポーツ健

康科学」という新しい学問の地平を切り開いて

いこうとしています。

遺伝子から個体・集団まで 
統合的にアプローチ

このプロジェクトでは、こどもから高齢者、ま

た健康づくりからトップアスリートの育成まで

をトータルに研究する拠点をつくることを構想

しています。私たちのプロジェクトを特長づけ

る最大の強みは、マイクロレベルから個体、集

団まで、各解析レベルに留まらない統合的なア

プローチを可能にしたことです。人のパフォー

マンスや健康に関しては解析レベルごとにアプ

ローチするのが一般的で、遺伝子から細胞、個体、

集団まで、さらにはトップアスリートのパフォー

マンスや健康にまで及んだ研究は、これまでに

例を見ません。

具体的には「トップアスリートならびにトップ

パフォーマンス向上のための研究」「こどもの体

力向上のための研究」「生活習慣病の予防 / 改善

を実証する研究」「心身の機能と認知、行動、心

理の関係を解明する研究」の 4 つのテーマを設定

し、学術横断的に研究を進めていきます。学内外

の連携、さらには国際的な学会や海外での研究活

動に従事する研究者とのネットワークを活用し、

国際的に研究成果を発信していくつもりです。

新しい視点での基礎研究のみならず、私たち

は人や実社会への応用も視野に入れています。

すでに遺伝子解析や分子・生化学解析から運動・

栄養処方や運動方法といった応用につなげられ

る研究も進行しています。

スポーツバイオメカニクスから
実践への応用を展望

私は、スポーツバイオメカニクスの領域から

このプロジェクトにかかわっています。これま

での研究で、ER クラッチを用いて機械的イン

ピーダンスの可変と負荷提示を実現する筋力ト

レーニング装置を開発しました。

従来のトレーニングマシンの多くは、慣性の

み、粘性のみ、弾性のみ、というように機械的イ

ンピーダンスの 3 要素のうち一つのみを利用す

る仕組みで、運動中に負荷をコントロールする

こともできません。私たちの開発したマシンは、

駆動モータと ER クラッチを活用して電流を制

御することで出力トルクを調整し、機械的イン

ピーダンスの 3 要素を自在に組み合わせられる

だけでなく、運動途中で瞬間的に負荷を加減す

ることも可能にしました。加えて、人間の筋力

を構成する力、速度、角度の 3 要素を 3 次元で可

視化することにも成功しました。これによって

ピンポイントで筋力向上効果を高めることも可

能になるはずと考え、現在効果の実証に取り組

んでいます。プロジェクトの各研究領域と連携

することで、今後は新しいトレーニングや最適

なパフォーマンス、脳の運動制御の提案といっ

た実践につなげていけると期待しています。
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